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東洋医学と西洋医学の

専門医があなたの健康を

サポート

〒 115-0045　東京都北区赤羽 1-11-2　外来窓口 TEL03-3598-6697  FAX：03-3598-6698
URL : http://www.myclinic.ne.jp/makiyo/

［休診］祝祭日、学会・研究日
＊日曜は月１回診療 /水曜日整形休診

月〜金　9:00 〜 12:30
　　　　3:00 〜  6:30
　土　　9:00 〜 12:30
　　　　2:00 〜  5:00
水・日　9:00 〜 12:30

【診療時間】

ご連絡は TEL03-3598-6697 までお電話下さい。
２日㈯午後、１３日㈬〜１５日㈮、２３日㈯午後、２７日㈬、２９日㈮午後、水曜日午後は休診です。

（水曜日を除く）
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８月の休診日お知らせ

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

３１

医療法人社団　東風会

　暑い日が続いています。水分を十分補給して脱水症や熱中症にかからないようにして
ほしいものです。でも、こんな暑い夏が続くのはわかっているのに、どうして東京都は
神宮の木を大量に伐採しているのでしょう。テレビやラジオは、エアコンの使用と水分
の補給は言いますが、どうして木の伐採をやめろと言わないのでしょう。木を伐採した
あとには高層ビルが建設され、エアコンが設置されて熱い空気が大気に放出されます。
森林や河が気温を下げる効果を持っているのはわかっているのに、少ない東京都の樹木
をますます少なくして一体どうするつもりなのでしょう。本当なら高層ビルの建築を制
限し、アスファルトの道路がむき出しにならないように道路を街路樹で覆うようにする
べきでしょう（というか、車が多過ぎです）。暦の上では、8 月 7 日は立秋です。秋の
気配が少しずつ感じられる頃と言われて来ましたが、それはもっと後になりそうです。
どうか、スイカや胡瓜などの夏野菜を摂りながらお過ごし下さい。
　さて、医療費が高額になった場合に上限額を超えた分を負担しなくてもよい「高額療
養費制度」ですが、政府がその負担上限額を今月から引き上げる方針だったのをご存じ
でしょうか。これについては、がん患者団体などから反対の声が上がったため先送りさ
れ、来年秋までに結論を出す方針となりましたが、医療費削減の方針に変わりはなく予
断を許しません。なぜこのような問題が起こるかといえば、近年の新薬の価格が法外に

高く設定されているからです。いまやアメリカでは軍需産業をしのぎ、最大のロビー活
動（政治献金）の対象になっているのが医薬品分野だからです。日本においてこれらの
高額な新薬が次々に保険適応にされています。このままでは医療財政が赤字になってし
まいます。そこで患者の自己負担額を増やそうということなのです。食料事情の悪化、
空気や水の汚染などによって病気が増え、国全体の医療費は年 45 兆円まで増加しまし
た。そのうち高額療養費は年 2.5 兆円です。政府は健康や命にかかわる社会保障費は
削ろうとする一方で、大企業への補助金に湯水のように税金を使っています。例えば、
2021 年から 23 年度までの３年間で半導体産業に注ぎ込んだ補助金は 3.9 兆円です。
また軍事費は 1 年で 5 兆円だったものを 10 兆円まで増やしました。そのしわ寄せとし
て、保険適応からはずされようとしているのが、湿布・ビタミン剤・漢方薬などですが、
漢方薬は適切に使用するにはかなり高度な知識が必要です。先日は鼻出血の患者さんが
来院して、黄連解毒湯（おうれんげどくとう）エキスを２包その場で飲んでいただいた
ら数分で止血できました。このように救急の現場でも欠かせません。また、漢方薬がコ
ロナ禍でも大活躍したことも記憶に新しいのではないでしょうか。まだまだ夏風邪やコ
ロナがはやっています。発芽玄米、味噌汁・納豆などの発酵食品、野菜・キノコを食べ、
適度な運動で免疫力をアップしてこの夏も乗り切りましょう！（副院長）
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牧先生の食文化講座
　田舎のほうへ行くと農家の庭に必ずと言っていいほど柿の木が植えられているのを見ることがで
きます。今では家の人もほとんど食べず、カラスのエサになるのにまかせているようで、実をも
らってもいいですかと聞くと「ああ、いいよ、いいよ」と気前よく分けてくれます。食べもしない
柿をなぜ庭に植えているのか、ずっと疑問でした。柿の木は柔らかく、院長の畑の柿の木（まだ 5
年目）も強風に煽られて傾いています。1 本は、大事な枝が折れてしまったことがあり、テープを
ぐるぐる巻きにしてなんとか持ちこたえています。高い柿の木に登って実を採ろうとした子ども
が、枝が折れて地面に落ち怪我をする事故などもありました。考えようによっては、そんな危険な
柿をなぜ庭に植えているのでしょうか。ネットでは、秋にたくさん実をつけるので豊穣（ほうじょ
う）と繁栄を象徴しているから、などと説明されています。「柿が赤くなると医者が青くなる」と
も言われます。同じようなことがりんごでも言われます。でも最近は、それほどの薬効を感じない
のはなぜでしょうか。それは皮を食べないからです。皮に農薬が残っていたり、皮が固いからむい
てしまうからです。大事な薬効は皮にこそあるのです。皮についている乳酸菌などの微生物も大事
です。しかし、私が思うに「神木」とまで崇められる（あがめられる）理由は、米などの不作の時
に飢えをしのぐことができたからではないかと思うのです。と思って調べてみると、江戸時代から
越中の農民は飢饉に備えた非常食として庭先に柿の木を植えていたそうです。それが飢饉で悩む東
北にも伝えられ、関東では子どものおやつとして重宝されたけれども、貧しい農村で飢饉があった
時には、生き延びるための貴重な栄養源になったそうです。ちなみに柳美里さんの「JR 上野駅公
園口」に、そのくだりが描かれているそうです（まだ読んだことがありません）。

８月のあいさつ

綺麗な朝顔ですね。
我が家の朝顔は、異常な暑さに押
されながらも、毎朝数個の花を咲か
せて頑張っています。暑い中、姿を
見せてくれてありがとうね。涼しく
なったら、沢山の花を咲かせてね。
　酷暑です。私たちも健康に気を付
けてこの夏を乗り越え、自分の花を
咲かせましょうね＊＊＊＊

長野県高森町山吹田沢の「山麓線」沿いにて

※ ツボは、“経穴”ともいい、東洋医学の治療ポイントで
す。指圧・マッサージ・整膚（皮膚を引っ張る治療法）・
円皮鍼（シールについた痛くない鍼）によって、ご家庭
や友人同士でも治療できるので便利です。みなさんも
やってみましょう。

② 天枢（てんすう）：へその
両脇にあり、上半身と下半身
の境目。胃腸の働きを調整す
る作用がある。下痢・便秘の
ほか月経痛にも用いられます。

① 内庭（ないてい）：胃経（い
けい）のツボ。第 2・第 3 足
指の間の付け根のくぼみ。胃
腸炎や歯痛にも用います。


